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約数の個数と素数判定 

 

 ２０２６の約数は，１，２，１０１３，２０２６の４個です。２０２６年から２２００年までの年号のう

ちで，２０２６と同じく偶数であり，約数の個数が４個である年号は，２０２６も含めて何個ありますか。 
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約数の個数と素数判定 １５個 

 

 素因数分解をすると，２０２６＝２×１０１３です。約数の個数が４個である整数は，素因数分解をした

ときの同じ素数３個の積か，異なる２個の素数の積で表されます。同じ素数３個の積で約数の個数が４個で

ある偶数は，２×２×２＝８しかないので，問題の条件にあうのは，２×（素数）で２０２６以上２２００

以下の整数です。よって，１０１３以上１１００以下の素数の個数を求めればよいことになります。素数で

はない整数を合成数といいます。合成数は２個以上の素数の積で表されるので，合成数の素因数分解に現れ

る最小の素数の範囲を考えます。３１×３１＝９６１，３７×３７＝１３６９より，最小の素数は３１以下

の範囲にあります。 

 よって，２から３１までの素数で割り切れない数を考えればよい，という事になります。ここで，素数２

および３についてまとめて考えると，２と３の最小公倍数である６で割ったときの余りが０，２，３，４で

ある整数は素数ではありえない（２，３自身を除く）ので，６で割った余りが１か５の整数のみを考えます。 

 

余り５…1013，1019，1025，1031，1037，1043，1049，1055，1061，1067，1073，1079，1085，1091，1097 

余り１…1015，1021，1027，1033，1039，1045，1051，1057，1063，1069，1075，1081，1087，1093，1099 

 

 これらの数について，５から３１までの素数で割れる数を除いていきます。 

〇５の倍数 

 一の位を見ればわかるので，１０２５，１０５５，１０８５，１０１５，１０４５，１０７５です。 

〇７の倍数 

 ここから先は，６で割った余りが５のグループと余りが１のグループに分けて，それぞれが差が６の等差

数列になっていることを利用して倍数を求めます。 

 １０１３÷７の余りは５であり，５＋（６の倍数）が７の倍数になる最初は５＋３０＝３５なので， 

１０１３＋３０＝１０４３は７の倍数です。さらに６と７の最小公倍数４２を加えた１０８５も７の倍数で

すが，すでに取り除かれています。 

 １０１５÷７は割り切れます。というのも，１０１５－１０１３＝２であり，１０１３を７で割ったとき

の余り５に２を加えると７になるからです。さらに６と７の最小公倍数４２を加えた１０５７，１０９９も

７の倍数です。 

 ここまでをまとめると，下のようになります。 

 

余り５…1013，1019，1025，1031，1037，1043，1049，1055，1061，1067，1073，1079，1085，1091，1097 

余り１…1015，1021，1027，1033，1039，1045，1051，1057，1063，1069，1075，1081，1087，1093，1099 
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〇１１の倍数 

 １０１３÷１１の余りは１であり，１＋（６の倍数）が１１の倍数になる最初は１＋５４＝５５なので， 

１０１３＋５４＝１０６７は１１の倍数です。 

 １０１５÷１１の余りは１＋２＝３であり，３＋（６の倍数）が１１の倍数になる最初は３＋３０＝３３

なので， 

１０１５＋３０＝１０４５は１１の倍数ですが，すでに取り除かれています。 

 

〇１３の倍数 

 １０１３÷１３の余りは１２であり，１２＋（６の倍数）が１３の倍数になる最初は１２＋６６＝７８な

ので，１０１３＋６６＝１０７９は１３の倍数です。 

 １０１５÷１３の余りは１であり，１＋（６の倍数）が１３の倍数になる最初は１＋１２＝１３なので， 

１０１５＋１２＝１０２７は１３の倍数です。 

 

〇１７の倍数 

 １０１３÷１７の余りは１０であり，１０＋（６の倍数）が１７の倍数になる最初は１０＋２４＝３４な

ので，１０１３＋２４＝１０３７は１７の倍数です。 

 １０１５÷１７の余りは１２であり，１２＋（６の倍数）が１７の倍数になる最初は１２＋９０＝１０２

なので，範囲内に条件を満たす数はありません。 

 

〇１９の倍数 

 １０１３÷１９の余りは６であり，６＋（６の倍数）が１９の倍数になる最初は６＋１０８＝１１４なの

で，範囲内に条件を満たす数はありません。 

 １０１５÷１９の余りは８であり，８＋（６の倍数）が１９の倍数になる最初は８＋３０＝３８なので， 

１０１５＋３０＝１０４５は１９の倍数ですが，すでに取り除かれています。 

 

〇２３の倍数 

 １０１３÷２３の余りは１であり，１＋（６の倍数）が２３の倍数になる最初は１＋１１４＝１１５なの

で，範囲内に条件を満たす数はありません。 

 １０１５÷２３の余りは３であり，３＋（６の倍数）が２３の倍数になる最初は３＋６６＝６９なので， 

１０１５＋６６＝１０８１は２３の倍数です。 

 

〇２９の倍数 

 ２９×３１は明らかに１０１３より小さく，２９×３７＝１０７３は２９の倍数，２９×４１は１１００

を明らかに越えます。 
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〇３１の倍数 

 ３１×３１＝９６１，３１×３７＝１１４７なので，範囲内に条件を満たす数はありません。 

 

こうして，以下の１５個が残ります。 
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